
安
全
・
安
心
な
飲
料
水
の

確
保
対
策
が
望
ま
れ
ま
す

総
合
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
で

受
付
も
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に

国
保
の
運
営
見
込
み
は

国
保

会
計

問
国
保
の
財
政
調
整
基
金
の
年
度

末
残
高
は
無
い
に
等
し
い
が
、
一
般

会
計
の
負
担
の
あ
り
方
と
今
後
の
運

営
の
見
込
み
は
。

答
基
金
へ
は
21
年
度
の
出
納
整
理

期
間
（
翌
年
度
の
５
月
31
日
ま
で
）

に
、
２
０
０
０
万
円
を
積
み
立
て
ま

し
た
。
基
金
の
機
能
が
果
た
せ
る
額

は
、
医
療
給
付
の
５
㌫
程
度
が
目
安

で
、
約
５
０
０
０
万
円
が
目
標
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
の
経
済
情
勢
で
は
税
率
改
正
は

考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
事
務
費
の

一
部
や
県
か
ら
の
借
り
入
れ
の
返
済

に
も
２
分
の
１
を
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
る
な
ど
、
運
営
の
健
全
化
に

努
め
る
考
え
で
す
。

医
療
給
付
の
節
減
対
策

国
保

会
計

問
調
剤
部
門
で
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
（
注
）
の
普
及
に
よ
り
、
患

者
と
町
相
互
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ

る
と
思
う
が
。

答
町
で
は
、
保
険
証
の
切
り
替
え

の
際
に
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
カ
ー
ド
」
を
添
付
し
た
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
間
で
糖
尿
病
は
８
８
４

０
円
か
ら
１
１
３
９
０
円
、
高
血
圧

は
６
８
０
３
円
か
ら
７
５
５
６
円
程

度
が
、
節
約
に
な
る
と
い
う
事
例
を

掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す

る
な
ど
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

不
納
欠
損
の
状
況
等
は

国
保

会
計

問
15
年
度
分
ま
で
を
不
納
欠
損
と

し
た
状
況
と
、
16
年
度
以
降
も
不
納

欠
損
が
予
想
さ
れ
る
が
対
応
は
。

ま
た
、
徴
収
率
が
73
㌫
で
あ
る
が
、

向
上
に
向
け
て
の
努
力
は
。

答
一
般
会
計
と
同
様
に
差
し
押
さ

え
な
ど
を
行
な
い
、
他
に
価
値
の
あ

る
資
産
等
が
無
い
と
の
判
断
で
す
。

な
お
、
16
年
度
以
降
も
国
保
税
は

課
税
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
庭
訪
問

や
連
絡
を
密
に
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
努
力
を
す
る
考
え
で
す
。

ま
た
、
徴
収
の
あ
り
方
は
、
昨
年

度
初
め
て
公
売
を
実
施
し
、
法
的
な

手
続
き
も
含
め
徴
収
率
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

水
道
使
用
料
未
納
等
は

簡
易

水
道

問
現
年
度
分
68
件
、
21
万
９
１
６

５
円
が
未
納
で
あ
る
が
、
収
納
へ
の

取
り
組
み
と
不
納
欠
損
の
内
容
は
。

ま
た
、
使
用
料
の
時
効
年
限
は
。

答
給
水
停
止
の
措
置
な
ど
も
行
い

な
が
ら
、
収
納
に
努
め
て
い
ま
す
。

不
納
欠
損
に
つ
い
て
は
、
会
社
の

倒
産
に
よ
り
管
財
人
と
協
議
し
た

結
果
、
国
・
県
税
や
町
税
等
が
優
先

さ
れ
、
使
用
料
の
優
先
順
位
は
下
位

で
あ
り
、
徴
収
が
見
込
め
な
い
状
況

で
す
。

な
お
、
使
用
料
の
時
効
は
２
年

で
す
。

安
全
な
飲
料
水
確
保
を

簡
易

水
道

問
①
水
道
普
及
率
89
・
８
㌫
。
残

り
10
・
２
㌫
の
飲
料
水
の
確
保
は
。

②
今
後
、
配
水
管
の
交
換
な
ど
が
必

要
な
簡
易
水
道
の
順
位
は
。

③
水
道
メ
ー
タ
ー
の
耐
用
年
数
と
交

換
す
る
頻
度
は
。

答
①
昭
和
30
年
か
ら
40
年
代
頃
に

事
業
等
で
施
設
を
設
置
し
、
集
落
で

共
同
管
理
し
て
い
る
状
況
で
す
。

②
最
優
先
施
設
は
、
江
刈
簡
易
水
道

ら
繰
り
入
れ
、
病
院
の
経
営
健
全
化

に
努
め
る
考
え
で
す
。

③
純
利
益
が
増
加
し
、
マ
イ
ナ
ス
要

素
の
累
積
欠
損
金
が
減
る
と
収
支
が

良
く
な
り
、
流
動
比
率
も
高
ま
っ
て

き
ま
す
。

④
若
干
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ

常
勤
医
３
人
の
体
制
で
厳
し
い
診
療

体
制
で
す
。

入
院
患
者
は
若
干
減
少
、
外
来
患

者
は
昨
年
並
み
で
推
移
し
て
お
り
、

改
革
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
収
支
を
ほ
ぼ

達
成
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
将
来
的
に
は
公
営
企
業
へ

の
移
行
、
統
合
等
に
よ
る
４
施
設
で

の
運
営
が
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
柱
と
な

っ
て
い
ま
す
。

③
計
量
法
の
使
用
期
限
で
あ
る
８
年

ご
と
に
交
換
し
て
い
ま
す
。

病
院
の
健
全
経
営
対
策

病
院

会
計

問
①
対
前
年
度
比
で
、
救
急
医
療

確
保
、
不
採
算
地
区
が
大
幅
に
伸
び

て
い
る
理
由
と
今
後
も
安
定
的
に
確

保
さ
れ
る
か
ど
う
か
。

②
累
積
欠
損
金
の
解
消
に
向
け
て
、

一
般
会
計
と
病
院
会
計
の
か
か
わ

り
は
。

③
不
良
債
務
と
一
時
借
入
金
、
流
動

比
率
（
短
期
的
な
支
払
能
力
を
表
す

比
率
）
等
の
関
係
は
。

④
新
し
い
病
院
長
の
下
で
、
今
年
度

前
期
の
経
営
内
容
等
は
。

答 

①
特
別
交
付
税
は
、
交
付
税
全

体
の
６
㌫
以
内
で
配
分
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
災
害
等
が
多
い
年
は
抑
制

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
安
定
的
な
額

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
３
年
間
の
改
革
プ
ラ
ン
の
中
で
、

５
０
０
０
万
円
ず
つ
を
一
般
会
計
か

決算特別委員会

特
別

会
計

（注）ジェネリック医薬品

製薬会社が開発した医薬
品の特許が切れた後に、別
のメーカーが同じ有効成分
でつくる薬のこと。最初に
開発された薬と同等の有効
成分で同等の効き目があり
ながら、価格が安い。

わ
た
し
は
、
21
年
度
一
般
会
計
決

算
及
び
６
件
の
特
別
会
計
決
算
に
つ

い
て
、
認
定
す
る
こ
と
に
賛
成
の
立

場
か
ら
討
論
し
ま
す
。

ま
ず
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、

町
総
合
発
展
計
画
に
掲
げ
た
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
地
域
情
報
化
基

盤
整
備
や
体
験
交
流
施
設
の
整
備
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
生
活
支
援
策
で
は
、
定
額

給
付
金
の
支
給
が
99
・
９
㌫
と
い
う

高
い
給
付
率
と
な
り
、
世
界
的
流
行

と
な
っ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
予
防
接
種

費
用
へ
の
助
成
や
各
公
共
施
設
に
感

染
予
防
の
加
湿
器
を
購
入
・
配
備
す

る
な
ど
、
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

産
業
・
商
工
振
興
で
は
、
原
油
価

格
や
農
業
資
材
の
高
騰
に
対
応
し
た

経
営
支
援
、
安
全
で
効
率
的
な
林
業

の
実
現
に
向
け
た
高
性
能
林
業
機
械

の
導
入
。
さ
ら
に
は
、
ま
ち
な
か
活

性
化
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
発
行
な
ど
に
、
積
極
的

な
支
援
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

防
災
対
策
で
は
、
水
槽
付
き
ポ
ン

プ
自
動
車
と
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載

車
を
更
新
し
た
ほ
か
、
消
防
団
員
の

活
動
服
を
新
た
に
購
入
し
、
災
害
に

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

教
育
振
興
で
は
、
葛
小
校
舎
の
耐

震
補
強
工
事
や
葛
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
、
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整

備
事
業
に
よ
る
教
育
環
境
の
充
実
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
葛
巻
高
校
に

給
食
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

次
に
、
特
別
会
計
で
あ
る
病
院
事

業
会
計
に
つ
い
て
は
、
医
師
確
保
に

向
け
た
住
宅
の
整
備
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
の
総
合
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
の
導
入
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
厳
し
い
経
営
状
況
に

あ
り
ま
し
た
が
、
交
付
税
及
び
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
に
よ
り
、

累
積
欠
損
金
も
減
少
し
大
き
く
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
く
つ
か
の
懸
念
す
べ

き
課
題
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
安
定
的
な
財
政
運
営
に
努
め
ら

れ
る
よ
う
一
層
の
取
り
組
み
に
期

待
し
ま
す
。

賛
成
討
論

要
約

小
谷
地
喜
代
治
議
員
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